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 一
、
関
會
の
僻

ニ

、

臼

翡

紐

翻

翡

代

に

葺

す

る

神

尾

明

jE

藤

田

議

師

一回生

0
昭
和
十
二
年
九
月
二
日
（
土
）
午
後
二
時

一

、

出

雲

の

製

鐵

業

河

一

、

等

時

刻

線

圏

に

就

て

今

村

新

太

郎

〔
出
席
者
〕
小
牧
助
敦
擾
、
藤
田
講
師
、
田
中
秀
作
、
米
倉
二
郎
、
吉
田

碩
市
、
織
田
武
雄
、
近
藤
、
山
口
、
悧
永
、
今
村
、
長
谷
部

野
間
、
和
田
、
他
學
生
●
石
8

0
第
五
回
地
理
學
談
話
大
合

畷
穂
＋
ー
ー
年
十
一
月
―
-
+
―
―

-a午
蔚
九
疇
よ
り

回
生

0
昭
和
十
二
年
六
月
十
九
H

一、
談
話
會
報
告

並

午
後
＿
二
時

於
饗
友
●
霞

森

員1J

由

一

｀

北

蝙

山

村

の

若

干

考

察

中

―

―

―

一

，

足

利

時

代

に

於

る

遣

明

使

の

記

録

藤

田

元

春

凪
席
者
〕
小
牧
助
敷
菱
、
藤
田
講
師
、
吉
田
敬
市
、
田
中
博
、
漉
＊
貞

一
、
近
藤
忠
、
山
口
、
輯
永
、
野
聞
、
木
村
、
和
田
、
杉
村

他
生
土
＝
名

噌

最
近
人
口
現
象
の
注
目
す
べ
き
は
梯
市
襲
注
で
あ
る
3

掃
市
は
都
心
を
中

心
と
し
て
同
心
閾
的
に
贖
大
す
る
。
そ
の
露
一
段
隋
ほ
椙
心
が
帯
に
な
り
筍

―-11
道
に
粗
と
な
り
こ
ヽ
に
交
通
糟
闊
の
謙
追
を
み
る
0

こ
の
人
日
と
交
遁

讚
閥
と
の
闘
繹
に
つ
い
て
は
の
繭
式
が
あ
る
0

之
が
宣
僧
を
東
駅

に
と
る
と
、
一
九
―

-
0年
と
i

九
FtJi
年
を
鮫
る
と
、
人
口
は
這
方
五
万
よ

り
五
八
七
薦
に
な
る
。
・
ハ
ス
、
市
電
は
共
に

H
E六
キ

a
時
で
あ
る
か
ら
，

東
騨
か
ら
周
邊
ま
で
11
一予

r
I四
ヤ
分
を
変
す
る
し
そ
れ
で
之
は
椰
心
に

父
通
量
が
多
い
。
騨
保
町
ー
紳
田
、
東
が
＂
附
近
が
練
に
そ
う
で
あ
る
。
丸

9

内
の
査
問
人
口
は
こ
へ
萬
夜
間
人
口
ほ
五
瓜
で
之
を
真
甚
す
る
、
紳
囚
に

は
學
生
が
四
薦
九
千
塩
居
る
の
で
交
通
量
ら
多
い
0

聾
す
る
に
市
電
は
よ
〇

早
い
省
線
に
客
を
暖
牧
さ
れ
る
こ
と
明
で
あ
る
＂
地
下
織

11
八
蘊
位
で
あ
ろ

か
ら
今
は
ま
だ
勢

nを
も
た
ぬ
し

H
F交
通
統
綱
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
各

會
社
は
自
己
の
利
益
に
汲
＊
と
せ
ず
・
丸
と
な
つ
て
交
通
の
閾
滑
を
鵡
ず
へ

-
"
大
都
市
隋
近
の
交
通
に
就
て

墨
璽

g
,＇
し
た
ら
し
い
が
比
岡
血
贔
畠
い
て

ゐ
な
い
。
之
ほ
殻
の
編
い
籟
涵
お
只
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
砂
軸
の
角
も

．．． 

丸
さ
が
少
い
か
ら
か
く
嘔
へ
る
を
得
る
0

又
サ
ル
ボ
員
が
出
る
の
ほ
他
の
且

擦
の
赤
貝
と
異
る
所
0

又
こ
の
二
貝
蠣
か
ら
は
ナ
ガ
ガ
キ
が
出
る
の
で
常
蒔

は
畿
分
か
温
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
二
貝
鍼
が

十
米
位
し
か
濾
面
よ
り
底
つ
て
ゐ
な
い
の
に
動
い
て
ゐ
な
い
の
は
、
之
が
工
'
9

ロ
ー
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
ス
以
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
顆
る
。
嘉
菱
を
見
後
に
太
田

川
を
急
に
す
る
如
き
隆
起
が
あ
り
、
大
洪
水
起
り
値
の
只
嶽
は
漉
れ
て
再
堆

積
L
た
の
で
あ
る
と
考
へ
る
の
が
最
も
よ
い
と
息
ふ
。今

村

新

太

郎



ヽ-=----→ .. ..___ 

一
｀
嶋
疇
畢
に
於
け
る
饗
攪
の
意
襄

之
は
編
め
て
大
き
な
圃
麗
で
あ
る
か
ら
、
今
蘊
べ
つ
く
す
こ
と
は
因
畢
な

ぃ
？
曹
8
攣
蓋
昴
で
は
”
E
口
博
士
以
下
こ
の
”
層
は
塵
に
g
置
さ
れ
公
蘊
に

な
っ
た
3

鴫
糧
學
と
し
て
は
か
、
る
朧
鍋
の
参
い
畢
撓
を
凜
＜
嚢
し
、

＇
の
鱒
を
翼
る
ぺ
き
で
あ
ら

9
0
ラ
ワ
ツ
ェ
ル
瓜
直
q
直
す
ぺ
き
で
あ
る
。

必
ず
し
も
地
廻
學
を
地
誌
と
か
、
室
問
秤
旱
と
か
に
隕
る
必
嘉
は
な
い
0

璽

纏
責
慧

■

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
費
＊
は
嶋
襲
學
の
生
存
讀
を
裏
し
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
か
、
人
闊
苓
事
の
構
農
胴
に
し
て
量
瓢
が
虜
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
躙
鐘
を
落
に
囀
へ
て
』
そ
墨
月

9‘g性の
を
》
増

墓
が
生
れ
る
の
で
あ
る
3

璽
緯
は
ま
っ
外
な
る
｀
の
と
噸
へ
ら
れ
る
が
、
叉

内
的
な
る
糧
と
い
ふ
｀
の
や
、
又
論
理
的
璽
緯
ー
ー
息
耀
は
息
耀
を
生
む
故

ー
を
｀
零
へ
ら
れ
る
0

鎗
鳥
畢
緯
は
量
界
と
｀
い
へ
る
。

ー

。

江

繭

の

鴫

扇

と

豪

幕

素

倉

二

戴

江
璽
＿
一
角
欄
と
は
江
論
ー
ー
枇
潤
以
東
の
差
薔
角
滲
（
一
遍
ー
ー
百
粁
）
の
鴫

号
、
こ
の
中
に
は
青
山
頁
鼻
と
閻
じ
銀
因
の
山
属
に
よ
る
丘
匿
が
戴
在
十

る
。
こ
の
デ
ル
9
は
王
十
・
_
＊
＋
年
に
一
哩
づ
ヽ
紬
紬
5

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
"
J

の
墨
の
嶋
諷
は
＇
蒔
代
の
負
で
あ
る
。
ら
編
子
房

g
tに

鯰
阜
ぺ
き
は
．
杭
羅
翼
の
寓
躙
で
（
一
一
十
爽
）
で
、
之
が
蝙
子
江
の
土
紗
を

再
び
轟
岸
に
堆
積
す
る
の
で
あ
る
0

萬
文
に
よ
る
と
褐
子
江
竺
＿
＿
江
を
な
し

た
ら
し
い
、
こ
の
デ
9
9
の
土
は
鯰
が
小
さ
く
柔
軟
で
、
土
地
が
低
平
な
の

で
爛
は
量
＜
瀾
り
、
こ
＂
上
鼠
が
重
な
る
嶋
名
を
有
す
る

3

叉
こ
の
閏
に
は

9
で
あ
る

松

井

武

敏

9
9
1
9
が
●
(
-
テ
＾

o
g
E＊
あ
る
と
い
ふ
0

こ
の
亭
慶
紐
艶
訳
で

奮
の
住
民
は
太
瀾
附
近
に
ゐ
た
が
、
そ
の

nに
怠
俯
で
あ
っ
荏
攣
代
に
入

9
藝
作
が
羹
圃
さ
れ
舞
水
が
必
蔓
と
な
っ
て
9
り
9

9
が
作
ら
れ
た
“
之
か

計
書
的
に
行
に
れ
た
の
は
誓
ー
冑
北
鵬
鰭
代
の
事
で
あ
る
し
＊
識
附
紐
ほ
戴

晨`
J

と
に
も
綸
中
に
似
た
豪
嘗
が
あ
令
村
霧
が
＊
鰭
を
纏
ら
し
て
ゐ
る

の
は
箋
の
土
繍
と
共
に
檀
”
の
然
ら
し
め
る
所
で
あ
る
二

B
で
涵
塁
”

を
織
ら
し
て
ゐ
る
。

一

、

家

嶽

嶋

の

民

鼠

島

ー

ー

ー

夫

ー
大
精
纏
14
大
朧
文
化
の
遣
鴨
↑
ー

良
戴
は
自
然
的
鋒
件
と
人
文
的
働
響
に
支
配
さ
れ
下
ゐ
る
“
薗
看
の
鯛
と

し
て
は
大
戴
邊
の
蒙
戴
蘊
．
輪
中
の
水
誡
．
桟
上
寧
崖
響
で
あ
ら
う
0

大
欝

盆
嶋
に
は
犬
和
棟
と
鵬
し
て
中
央
に
草
葺
で
傾
絹
急
な
主
麗
が
あ
り
順
鯛
に

甑
（
瓦
葺
の
観
鯖
綾
な
小
さ
な
緯
が
葺
ぷ
も
の
が
あ
る
。
か
く
の
細
さ
診
式

は
眉
材
よ
り
の
み
し
て
は
鱒
騨
が
下
を
な
い

0
9。I‘
と

の

9
"＊奪
檀
は
、
支
輝
よ
り
嶋
鱒
を
鯉
て
鱒
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

0轡杢を
憚
た
0

囀
鱒
の
属
躊
灘
攣
鑑
i
北
九
州

0,＂i90

も
の
と
息
へ
る
。

一

、

＊

＊

峠

の

交

逼

嶋

理

羹

＊

貞

,0寓宣＿＿
九
〇
米
、
爾
道

”91=-＊“
・
鯛
疇
代
鑑
ほ
下
朧
ー
門
町

よ
り
竃
岸
に
沿
つ
て
博
多
、
＊
＊
柑
に
行
っ
た
が
畠
希
の
鴫
代
に
入
る

と
、
こ
の
冶
＊
峠
が
川
ひ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
し
慶
長
丘
年
に
晨
田
憂
歎
が

筑
繭
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
か
く
し
た
の
で
あ
る
＂
之
が
＊
＊
爾
で
あ
る
ヽ
之



3 

―-・a  

敬

近
江
八
幡
町
は
滋
買
縣
第
四
、
人
ロ
一
萬
餘
の
都
市
で
あ
る
。
こ
と
に
あ

る
、
現
在
も
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
原
飴
的
な
水
道
11-＝五

0
年
前
豊
臣
秀
次
が

纂
械
し
た
と
き
に
初
ま
る
と
考
へ
ら
れ
る
0

水
逗
を
有
す
る
町
は
董
藩
時
代

に
二
九
あ
っ
た
が
、
江
戸
は
そ
の
鰤
で
あ
っ
た
°
然
る
に
入
輪
の
は
之
を
模

倣
し
て
ゐ
な
い
。
そ
の
綱
造
は
先
づ
水
領
地
に
つ
い
て
い
ふ
と
、
郊
外
の
高

所
に
二
間
四
方
位
の
大
を
樹
h‘
之
に
桶
を
煉
め
湧
水
を
貯
へ
之
を
竹
瓢
（
八

寸

x-
＿
問
）
を
以
て
町
に
導
く
の
で
あ
る
。
町
に
は
又
小
塑
の
水
漏
地
の
如

き
構
造
の
樋
を
埋
め
る
、
水
は
そ
の
中
へ
来
て
時
に
は
埴
表
に
迄
満
ち
て
ゐ

る
こ
と
｀
あ
る
、
今
B
七
百
位
の
井
戸
が
あ
る
が
、
そ
の
買
賣
は
昔
は
五

r

爾
で
薪
し
く
欄
る
こ
と
は
豪
じ
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
今
日
で
｀
そ
れ
は
可
慮
許

さ
ぬ
方
針
で
あ
る
u

こ
の
鰐
警
は
自
泊
約
で
月
に
十
鑢
ー
一
圃
位
の
水
這
精

で
ま
か
な
っ
て
ゐ
る
し
こ
れ
は
土
地
が
砧
士
金
鍼
が
あ
る
臼
に
飲
料
水
が
得

ら
れ
ぬ

g
で
町
の
東
牛
即
ち
砂
利
層
で
清
水
の
得
ら
れ
る
所
は
鋼
抜
井
戸
を

用
ひ
て
ゐ
る
。

が
用
ひ
ら
れ
た
原
因
は
小
倉
に
近
い
こ
と
。
峠
の
卜
に
平
嶋
が
あ
り
笥
場
が

あ
っ
て
便
潤
な
こ
と
。
第
一
＝
に
政
治
蛾
糧
的
に
み
て
も
糀
合
が
よ
い
こ
と
、

第
四
に
外
瓢
貿
易
に
よ
る
長
崎
の
登
誕
と
共
に
こ
の
最
短
2
逼
路
が
愈
＊
有

利
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
0

今
日
は
こ
の
峠
は
参
緩
時
代
以
前
の
奮
態
に
戻

つ
て
ゐ
を
今
日
筑
豊
線
が
こ
の
冷
水
通
を
通
る
が
、
地
方
的
な
意
麟
し
か

な
く
、
撼
多
あ
る
属
り
こ
の
線
は
塵
兒
島
本
線
に
比
し
て
＋
―
―
―
粁
餓
く
て
も

や
は
り
九
州
の
本
線
と
な
ら
ぬ
と
息
は
れ
る
。

-
｀
近
江
八
幡
町
の
古
水
道
と
そ
の
嶋
理
學
的
意
義吉

田

市

一
、
盆
罐
性
よ
り
見
た
る
近
江
の
棗
濡

属
賃
に
は
九
河
の
記
録
が
あ
り
、
蝸
ふ
に
当
る
と
あ
る
。
が
デ
ル
9
の
幽

行
は
餘
り
大
で
な
い
操
だ
3

そ
れ
は
附
近
が
沈
峰
し
つ
ヽ
あ
る
鑓
ら
し
く
又

賣
土
が
風
に
運
び
去
ら
れ
る
鯰
だ
と
考
へ
ら
れ
る
0

纏
堤
以
東
が
X
1
0
の
蝠

鴫
は
一
八
八
で
年
の
河
道
.
遷
以
綾
出
束
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
鳩
誡
は
属

賊
の
よ
う
な
も
の
が
所
有
し
て
ゐ
る
。
こ
の
北
支
平
諏
は
横
ホ
で
常
に
苦
L

め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
今
以
て
狭
水
の
贅
策
は
な
く
蟻
防
は
ホ
鴫
よ
り
纏
か
●

れ
て
ホ
を
置
ね
る
鑓
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
吾
人
の
任
鞠
ほ
こ
の
泊
ホ
嬢
を

攻
完
し
て
以
て
下
葎
謳
王
を
作
る
に
あ
る
。

近
江
盆
地
は
之
を

n然
的
に
見
れ
ば
属
邊
の
山
地
が
高
鑢
で
な
く
鰤
層
其

嬉
鴫
這
縁
に
よ
る
験
饂
や
叡
部
が
多
く
中
央
よ
り
酉
に
儡
し
て
＊
潤
が
存
し

其
形
駅
が
又
輝
造
線
に
支
翻
せ
ら
れ
て
北
部
は
北
＊
州
よ
り
冑
＊
東
、
冑
謳

は
北
東
よ
り
甫
西
に
延
び
て
ゐ
る
3

大
に
人
文
的
に
は
盆
地
の
位
置
が
本
謝

の
中
央
地
の
峡
部
に
在
る
闊
偶
L
剛
方
の
海
と
山
械
盆
鳩
漏
美
平
璽
に
近
く

鯨
に
京
都
に
肇
近
し
て
ゐ
る
。
之
に
よ
り
緊
藩
の
曹
崖
は
山
嶋
か
ら
慨
鳩
に

向
つ
て
順
文
鑽
＊
す
る
｀
、
瀾
東
地
方
で
は
湖
岸
に
鱒
す
る
輝
分
は

9

で
百
米
乃
至
一
面
来
の
問
に
害
集
十
る
、
棄
蕩
の
排
列
ほ
濶
岸
繰
と
之
と
直

角
な
山
馳
の
焦
蟄
の
鰊
か
ら
、
濶
岸
に
向
ふ
多
く
の
繊
と
に
宣
戴
せ
ら
れ
、

之
が
村
賓
椰
市
の
形
態
を
も
綱
約
す
る
。
京
都
に
近
（
編
門
”
事
や
山
門
、

日
吉
騎
祉
の
私
慨
託
闘
、
市
湯
、
械
等
が
史
上
に
立
鱒
諷
鑢
し
、
そ
れ
事
が

比
載
的
よ
（
保
存
せ
ら
れ
て
民
在
の
主
聾
豪
鴛
に
蓼
化
し
て
ゐ
る
こ
と
｀
亦

一
，
黄

河

田

中

鳴

作

●

田

元

響
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闘
ヶ
原
鵬
、
奉
直
職
な
ど
か
ら
職
争
の
成
敗
は
軍
事
地
糧
的
繭
察
か
ら
賣

罰
釆
ぬ
こ
と
を
這
ぺ
苓
g
幕
か
ら
見
た
雌
理
學
と
い
ふ
新
題
目
を
＿
墨

せ
ら
れ
9
9
ー

ク

に

及

ば

る

。

（

文

賣

在

記

者

）

,
＇
喪
＂
ら
れ
た
山
口
、
胃
＿
唇
齋
及
病
臥
ー

ー
中
の
鯰
:
さ
れ
た
0

講
演
畠
百
二
回
生
浅
井
君
を
煩
は
し

た
が
醸
後
講
演
者
に
は
草
稿
呈
出
を
願
ふ
こ
と
に
す
る
。

同
B
講
演
會
終
f
後
槃
友
會
館
東
庭
に
て
記
念
撮
影
を
行
ひ
、
午
後
一
時
よ

り
同
喜
文
養
に
て
午
餐
會
を
行
ふ
0

小
川
縛
士
、
寺
田

a治
、
内
田
寛
一
氏

を
給
め
象
氏
の
テ
ー
プ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
あ
り
．
秋
山
氏
は
瀧
戸
内
直
島
に
つ
い

て
卓
上
講
漬
を
試
み
ら
れ
．
そ
の
後
現
下
地
廻
學
及
地
瑾
學
界
へ
の
要
菫
又
は

そ
の
任
瀦
に
つ
い
て
各
氏
よ
り
績
論
百
出
盛
に
意
見
交
換
せ
ら
れ
た
が
、
遂
に

1

一
一
時
過
に
至
つ
て
止
む
な
く
閉
會
と
な
っ
た
。

鵬
演
食
出
席
者
氏
名
左
の
如
し

(
O印
11
午
賽
會
111席
者
）

0
吉

田

鼈

〇

下

清

雄

泉

芳

覇

闘

野

忠

雄

0
寺
田
貞
文

0
谷
淵
梅
●

0
藤

田

元

春

0
田
中
秀
作

0
斎

田

大

鵬

0
小
牧
賓
繋
〇
今
村
新
太
郎

0
葦

邊

久

雄

〇
鍮
子
使
一

0
聘

尾

明

正

喜

多

村

俊

夫

賢

村

英

一

0
松
井
武
敏

0
中

江

健

堀

井

甚

一

鄭

金

井

千

鉦

並

河

由

則

辻

出

右

左

男

伊

藤

博

0
秋
山
涵
士

位
野
木
壽
一

0
島

之

夫

0
中
村
良
之
助

0
廣

瀬

浮

翌

寺
U

I

-

0
量＊

a-
下

村

重

馬

中

森

壻

二

｝

一
．
漫

談

盆
地
豪
落
の
特
性
と
凡
る
ぺ
き
で
あ
ら
5
0

小

琢

治

二

，

敏

室

通

信

塵

内

芳

I
i
o田
中

博

0
小

川

葎

治

丹

材

正

義

0
麗

問

三

郎

浅

井

凪

郎

榮
田
章
夫

0
輯
永
墨
鯨

0
米
倉
二
郎
（
以
上
配
暢
順
）

佐
紺
外
山
内
藤

0
和
田

英一―
軍
治
虫
い
偉
1-

0--
＿
回
生
卒
業
論
文
題
目

、
天
草
諸
島
の
人
口

1
人
口
の
地
輝
學
的

意
義
に
就
て
の
一
考
察

一一、
北
鑑
に
於
る
経
漬
雌
理
學
的
考
察

一
、
出
雲
の
水
産
業
の
地
理
學
的
考
察

一
、
三
島
諺
島
の

A
l
l地
理
學
的
考
寮

一
、
憂
北
市
の
都
市
蜻
理
畢
的
考
察

一
，
驀
躙
北
部
の
茶
に
就
い
て

0
小

野

鐵

二

講

師

特

殊

講

複

．

蛾

Ill學

一
一
學
期
よ
り
開
講
し
廣
島
よ
り
来
躊
さ
る
。

0
小
野
三
正
講
師

例
年
の
如
く
地
繭
．
蔚
翼
宵
育
を
本
年
も
寅
厖
さ
れ
↑
i

月

り
十
二
月

r
B畜
;
で
い

”
H十
砕
問
餘
指
塙
を
忍
・
う
し
た
。

下 西．佐並

村村

U
よ

競戴
謁
男

中

伯河森

英由 喩

二 ll•J ~：：

伊

藤

博
安

賓

幸

助

〇

庫

息

林

宏

0
内
田
寛
一
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一
行
は
小
牧
助
徽
菱
、
賢
問
助
手
、
木
村
躙
手
、
學
生
四
人

六

g-B九
峙
覆
箪
鱚
を
鯉
て
団
に
よ
、
械
趾
よ
り
塁
菫
一

時
、
夕
刻
鰤
山
着
0

.
＾
ス
で
轟
犀
に
向
ひ
＊
島
館
泊
0

旭
川
底
の
野
天
鳳

呂
纏
諏
し
、
翌
＿
ユ
日
は
徒
歩
で
四
星
餘
、
初
夏
の
暑
さ
を
＂
し
て

i

一
時
、
蒜

山
盆
嶋
の
上
長
田
賣
畷
和
化
學
玉
否
珪
藻
土
工
遍
四
え
事
を
見
學
し
、

饂
泉
閣
泊
“
甕
四
日
は
各
自
盆
地
の
調
査
3

岩
石
、
土
蝙
、
地
下
水
、
氣
候

沿

、

喜

、

口

碑

、

口

§
mい
乍

t集
ま
る
。
同
夜
は
誓
ミ
眉

屋
（
中
靡
巴
泊
3

甕
五
B
は
曇
天
、
盆
地
西
部
を
調
ぺ
乍
ら
大
山
に
向
ふ
。

終
日
徒
歩
、
夕
刻
大
山
寺
の
鯛
鯵
院
に
富
を
乞
ふ
0

墾
六
日
は
遂
に
雨
天
、

・ハ
2

で
米
子
に
下
り
解
散
3

各
自
、
出
雲
大
社
、
日
織
狐
、
擁
疇
へ
0

こ
の

春
の
嶽
行
は
饂
く
、
且
後
半
雨
に
會
っ
た
が
峯
山
盆
地
の
小
瀾
査
を
果
し
得

た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。
（
濃
井
記
）

R
鱚
理
學
室
秋
季
旗
行
甑
妻

二
回
生
の
秋
季
筆
行
は
白
川
螂
そ
の
倫
の
案
も
あ
っ
た
が
、
結
馬
中
部
地

方
逼
諏
と
定
り
、
一
遍
閏
織
の
隼
傭
の
饉
十
月

+=-B輯
京
暮
騨
窒
、
一
峙

0
春

季

旅

0
室

賀

講

師

-
＿
皐
闊
よ
り
？
フ
ン
ス
狐
糎
＇
を
開
樗
さ
る
。

0
藤
田
元
春
講
師

_
＿
學
期
よ
り
U
本
馳
理
學
の
諸
問
題
と
題
し
て
特
殊
議
餐
を
擾
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

四

t盆
旨
で
一
云
巖
鐵
に
鵡
か
へ
目
悶
の
蒙
Illの
谷
を
よ

e
-
t

小
牧
助
藪
擾
1

野
間
助
手
、
皐
生
四
人
J

事
中
始
め
て
見
る
最
鵬
に
循
が
ほ

ら
む
0

五
時
過
ぎ
＿
＿
酉
餘
の
卜
:
ネ
ル
を
翻
て
天
龍
練
騨
着
3

先
生
0
み
先

に
飯
田
に
向
は
れ
、
五
人
は
夕
闇
の
隠
角
峰
に
直
穴
を
繹
す
も
編
に
見
雷
ら

ず
0

七
鰤
懺
田
事
P
衣
川
ふ
砧
テ
に
迎
へ
ら
れ
頃
上
り
の
英
し
い
町
並
を
見
つ

上
＾
租
館
と
云
ふ
に
泊
る
。
＋
一
時
迄
時
局
鰻
と
衣
川
氏
の
饂
属
嘉
倉
羞
任

讀
に
峙
の
罷
つ
を
忘
れ
る
、
翌
卜
r-uft荻
い
霧
に
晴
犬
を
嘉
び
、
・
間
に

嘱
（
伊
那
山
地
の
鳳
光
に
一
阿
感
婁
ヤ
る
u
実
然
八
木
貞
助
先
生
の
東
訪
あ

り
、
恐
縮
し
再
訪
を
約
す
。
八
時
牛
高
女
に

M
へ
ば
先
生
は
縣
の
蟷
鯛
を
薗

に
顧
層
、
岩
“
‘
棄
飯
、
交
孤
，
風
俗
、
誡
址
等
に
つ
き
永
年
C
御
罰
鑽
の

一
端
を
話
ら
れ
、
果
て
は
譜
洲
薗
康
芍
談
J

象
化
ぶ
に
迄
及
ん
で
快
謙
輩
ぎ

る
峙
を
知
ら
な
か
つ
を
高
女
を
辮
し
て
櫻
町
の
上
の
テ
レ
:
に
登
り
、
市

青
、
天
寵
川
を
崖
麓
し
、
下
つ
て
元
結
の
製
作
を
凡
、
械
址
に
向
ふ
0

カ
ギ

号
這
鰭
の
奥
に
．
高
い
爽
出
し
た
テ
レ
ス
を
占
め
る
械
址
は
正
に
置
賓
の

感
が
醗
い
0

糎
町
騨
で
衣
川
先
輩
に
彙
内
の
鴨
を
沢
讃
し
、
創
を
付
げ
て
十

＿
一
時
吾
＊
は
出
征
兵
士
と
共
に
属
蜀
に
向
ふ
3

秋
室
の

F
を
＿
＿
呻
巖
”
着
心

沈
濡
の
色
見
え
る
岡
谷
を
鰐
て
董
上
諏
訪
下
庫
．
鷺
の
幽
に
惰
物
を
預
け
緯

訪
中
學
の
矢
澤
大
＿
＿
學
士
の
御
寒
内
で
高
島
馘
址
．
カ
リ
y
畑
、
六
斗
川
を

廻
り
、
諏
訪
盆
堰
の
雌
菫
珠
に
力
り
ン
に
つ
＊
濤
新
な
鶴
研
兜
を
伺
ふ
。

厩
に
日
落
ち
寧
鼠
叫
へ
羅
い
の
で
矢
澤
畢
士
に
胄
辺
を
瓢
つ
て
冑
髄
し
、
饗

富
な
蘊
泉
と
濶
産
の
公
急
鱈
に
輝
勤
を
心
行
く

2
で
隷
紅
ふ
°
昨
員
の
肇

言
筆
中
し
、
こ
の
宿
の
主
人
も
出
征
の
自
一
行
中
の
可
龍
性
布
る
看
瓢
が

綴
で
な
い
。
翌
十
四
日
は
小
爾
間
も
な
く
饗
れ
、
ハ
イ
ヤ
ー
で
参

9

肇
す
る
諫
肋
上
眈
に
寵
り
、

9傑
ガ
ス
を

iliの
某
事
で
見
せ
て
も
ら
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ふ
0

九
十
圃
の
増
謳
よ
り
出
、
一
弁
艦
＜
百
野
を
騎
ふ
と
。
＋
鱒
彙
事
、
駐

唇
高
瓢
上
の
小
潤
澤
・
で
●
か
へ
半
ば
紅
薫
せ
る
屎
納
鉢
中
を
編
ふ
0

清

屋
騨
で
下
事
、
一
三

E
3費
ヶ
巖
に
上
る
。
西
に
赤
石
‘隋
に
富
士
、
東
に
闘
東

山
裏
を
鑢
み
、
膿
下
は
一
面
に
紅
葉
せ
る
八
ヶ
岳
纏
欝
そ
の
中
に
白
く

上
る
ほ
汽
事
の
爛
か
゜
•
繭
筒
然
、

緩
の
虹
の
英
し
さ
、
又
忘
れ
得
ぬ
も
の

が
あ
る
。
先
生
の
露
萎
｀
饂
羹
し
0

騨
薗
に
各
自
そ
ば
の
畳
緯
を
重
ね
、
再

び
棗
箪
小
蒻
に
膚
ふ

•゚
n
cに
名
高
き
秋
の
千
幽
川
は
一
・
潰
し
く
。
ア

ァ
ソ
ク
に
捉
へ
ら
れ
た
讀
闊
は
~
ぞ
ひ
知
れ
ぬ
望
力
を
感
ぜ
し
め
る

0

暮
色
迫

る
小
蒻
ほ
誡
址
•

-

．
古
綱
の
見
學
に
緬
め
、
六
畔
の
汽
事
で
上
田
隋
の
別
所

に
阿
ひ
積
量
潤
庇
に
人
る
。
先
生
の
値
覆
交
渉
．
例
に
よ
っ
て
鮮
を
極
め

令
畳
腎
●
纏
の
糠
内
氏
瓢
に
賓
ら
れ
て
ゐ
る
0
清
這
な
温
泉
は
快
く
、
蕎
潟

よ
り
の
薫
は
佳
で
あ
る
Q

甕
十
五
B
1
1直
ち
に
長
聾
に
向
ふ
。
こ
の
附
近
も

凸
鉦
羹
り
塵
で
あ
る
。
今
日
It全
天
霙
に
旬
詈
れ
、
鍵
蘊
蘊
醸
計
は
十
．

g

で
｀

H^
露
し
か
な
ゞ
．
ハ
ス
で
警
光
寺
に
霞
り
、
林
檎
賣
り
の
襲
を
左
右

に
麗
き
っ
4

鑢
山
よ
り
書
光
等
平
慶
璽
箪
内
氏
よ
り
ー
1

駿
の
ス
テ
ッ
プ
フ

ー
ル
ト
、
霧
花
川
の
ゴ
ル
デ
、
東
の
属
§
を
戴
明
し
て
戴
く
0

賽
食

を
了
へ
て
魯
麗
列
誼
を
見
、
長
野
鱒
●
に
蠣
土
研
完
を
参
順
す
る
、
五
嵐

の
長
鵬
霞
大
讀
型
は
●
多
き
優
秀
鰊
列
品
の
中
で
も
殊
に
印
戴
的
で
あ
る
。

＿
＿
畔
牛
戴
氏
に
分
、
彙
車
し
て
北
行
し
、
泊
厚
に
下
事
3

野
尻
襴
．

一

茶
•
の
土
麟
と
凛
を
見
て
患
る3
野
尻
湖
は
夏
の
殷
塵
に
鮫
べ
れ
ば
落
ち

粋
に
鍔
絞
の
音
を
き
く
の
み
、
寡
さ
＊
北
譴
近
き
を
思
は
せ
る
し
実
然
奴
高

か
夕
空
に
雲
の
間
よ
り
奥
は
れ
一
同
を
喜
ば
せ
る

on”
を
案
車
、
田
口
よ
り

ハ
イ
ヤ
ー
で
赤
介
湿
泉
相
岳
檀
へ
。
森
中
＊
H
つ
て
宮
へ
つ
い
た
の
は
八
店

中
、
"
‘
に
し
て

ll"富な
量
で
あ
る
。
＂
が
あ
っ
た
の

で
鑽
烹
月
万
が
間

員

渭

息

麗
と
な
る
。
瓢
置
益
＾
下
る
0

聾
十
＊

aは
嗣
震
薫
＊
、
鳳
え
る
ペ
・
紬
篇

黒
鯛
の
織
棗
も
日
本
壽
も
一
園
の
自
事
に
廠
う
れ
て
ゐ
る
。
騨
に
璽
り
騨
戴

し、
l
l

一
繊
に
分
れ
て
京
幅
に
向
ふ
0

今
回
の
鰍
行
は
大
糟
中
椰
鳩
方
讀
鰤
で

あ
り
、
各
亀
で
先
輩
、
同
學
の
士
の
御
楕
曝
を
鴨
た
の
で
詈
＊
ほ
＊
な
る
尽

雙
を
舅
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
0

（
二
細
生
浸
弁
記
）

__ ＿
‘
會

Q
小
牧
助
晨
●
て
學
位
論
文
を
撮
出
中
な
D
L
が
．
去
癸

g-+8童
置

合
の
通
過
決
送
を
見
．
八
月
と
日
文
濯
省
馨
令
を
以
て
文
鴫
博
七
を
慶
け
ら

れ
た
。

i
村

憲

魯

去

る

＾

2
-十一
日
充
員
召
集
に
願
じ
目

r第
一
輯
に
て
勇

'
さ
れ
つ
•
あ
り
、

関
鴛
へ
の
通
信
問

i
i

’

ー

＇

れ

た

し

。

0
村
井
敏
衝
震

tn-＿
十
九
B
充
員
召
集
に
順
と
鰤
山
歩
兵
鰹
え
＇
逗
塁
一

鯖
八
中
議
に
入
●
さ
れ
、
目

F
欝
閾
鵬
に
猛
烈
な
る
麟
纏
を
受
け
ら
れ
つ
贔

あ
り
。

〇江

9
＋
月
＝
l-B螂
屋
津
山
に
て
層
村
紗
氏
と
綸
鍾
虞
れ
．．
 衝
肩
を

阪
和
沿
顧
桑
津
町
に
構
へ
ら
れ
た
。

0
杉
”
芭
一
麟
君
九
月
二
十
八

a天
曜
中
畢
校
に
●
を
寧
ぜ
ら
る
。

Q
田
秀
朧
言
東
末
鑽
這
中
學
融
論
、
和
浄
女
干
學
院
議
鰤
に
腱
任
さ
る
。

0
欝

澤

惰

8

松
山
高
嶋
嶋
校
譴
繭
蟻
化
さ
る
。

C
．
は
こ
畠
嚢
官
内
喜
童
二
言
る胃
瓢
言
附
を
壽
●
0
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田

圭

逼

内

田

戴

＊

田

久

喜

織

島

之

夫

糟

田

忠

蟻

―
―
―
友
鯛
五
“

鯛

邊

茂

臓

＊

薦

英

男

鹸

子

鸞

一

谷
覇
楕
•

土

田

英

夫

須

●

賢

景

谷

鵠

鍵

夫

食

川

芳

太

疇

杉

村

正

治

戴

中

江

健

中

嚢

噌

一1-

浅

井

阪

戴

〇

會

員

住

所

髪

夏

楊

文

壽

亭

軍

下

塁

自

の

｝＝
畢
生
は
夏
嬰
畷
繭
絨
に
夫
々
鱒
麗
さ
る
。

集

讀

恣

奢

會

u本
民
童
鳩

丘嘘＂
｝

四
、
會
員
綸
着
目
鋒

0
論
奢
目
鋒
に
就
い
て
面
瓢
十
＿
＿
雙

塵
霧
會

”6内
容
に
就
て
ほ
篇
鱗
に
て
會
員
胃
品
責
を
＊
ゃ
羹
で

あ
り
ま
す
が
、
旧
中
秀
作
氏
の
鯛
示
彎
に
聾
つ
て
、
本
會
暢
よ
り
讀
鼈

9

ー
を
記
戟
す
る
こ
と
に
し
重
し
た
“

此
員
鱒
で
は
昭
翠
一
＿
竺
月
以
鵬
十
一
召
悶
名
百

gと
書
L
た

が
、
此
嗜
は
地
耀
學
・
嶋
躙
巖
冑
、
鳩
閾
筍
の
攣
誠
に
聾
載
さ
れ
た
｀
の
の

み
を
鯛
鑓
し
た
日
に
極
め
て
木
充
分
な
る
｀
の
で
あ
り
ま
す
。
鎚
つ
て
紅
日

縁
を
多
少
で
も
霰
っ
た
も
の
に
す
る
鵡
に
は
會
鯰
骨
位
が
論
文
鐸
馘
攣
の
螂

匹
叉
は
閾
和
十
只
年
七
月
末
迄

玉次
舅
躙
騎
鶴
5
豫
定
）
に
綸
圃
・
立
戯

菫
名
．

g月
を
一
鵬
め
に
鯛
一
蠅
ド
さ
る
か
直
は
開
り
を
綱
趨
附
観
F
隷

・
は
ね
ば
な
り
重
せ
ん
。

謳
駐
共
着

禍

田

鎮

繊

潔

小

牧

賓

彙

蒼

献
喜
心
輩
3

島

之

夫

遍

＇冑鍮北未令、’

先
史
鳩
罐
畢

東
衛
大
峠
繕
鯛
以
誡
鵬

五廿責
B

繊

●

霊

九―-＋＊
8

古
今
奮
院

ヤ
月
十
六
日
内
外
出
薩
鯰

卜＿＂エ
'
U

富

山

鴫

占
今
書
綜
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論

文 噌

諷

學

薮

宣

一
、
潰
井
得
一

一
、
内
出
軸

一
、
小
峯
田
亮

一
、
木
村
憲
泊

l

、
庄
司
久
孝

一
、
中
江
鍵

一
、
和
田
鰊
＿
、一

一
、
古
地
■

目
縁

量
奮
廃
鱗
源
加
5
-
＿平

ー
一月
中
出
東

＊
邦
椰
市
の
入
口
地
躍
昂
的
考
察

憂
識
に
於
け
る
綸
中
韻
似
の
地
域
に
つ
い
て

＊
州
に
於
け
る
鋭
夷
地
名
，
ナ
イ
」
の
分
布

羹
賀
縣
の
最
遼
地
環
學
的
研
完

責
人
口
の
地
雲
嶋
的
考
哀

|

A口
鯛
に
よ
る
考
寮

I

高
知
平
野
の
地
礫
學
的
研
究

ー
ー
主
に
人
口
を
中
心
と
し
て
ー
ー

生
駒
山
麟
西
騎
面
に
於
る
＊
車
の
地
珊
學
的
研
完

そ
の
一
――

肩
[
)
胄

鱗

“

内

,郡
H
r
の
蝸
璽
的
喜
緬jヽ
 

英

疇

肇

記

，

文
明
の
萱
罠
と
嶋
糎
（一

）

内

蘊

美
濃
揖
聾
谷
の
拿
戴
的
蓼
鵬
棄
畜
（一）

謳
諜

a
9に鵞
い
て
の
一
＿
＿
＿
一の

村

-．墨

量

玉

の

生

(-

西

）

小

山

玉

拿

荘

」

を

諷

る

伏

鳥.JII 縁山中田牧叫•田
麟葦繋編賓寛鸞・貞

夫論鑽丑ー蒙響賣馳

地
糎
鹸
膏
＂ 
胃

”
 

嶋

環

學

林

輌

ma,
『̂一rIt)

嶋
蘊
鰍
膏
嶋
朧
に
加
け
る
fl然
性

と

全

性

一

さ

内

田

寛

i

:
g
g
a
F
2胃
に
就
い
て
の
一

n
-ら
村

畿

●

●

同

一

地

璽

雫

看

の

忠

翌
一
芭

小

川

葦

泊

阿

山

襲

で

攣

料

1

を
輯
る
(-ー
）

伏

旦

●

火

：
瓢
事
褪
g
繋
町
の
閾

ag“
面

f
貞

-

英
朧
鬱
記
（承
薗
）

小

牧

賣

摯

罰

大

蠣

長

男

高
山
市
に
つ
い
て

鵬

g
g
.
 

嶋
遍
戴
胄
ガ
塁
塁
石
潰
砂
丘
鳩
蟻
の
騎
完
（
一
）

小

軟

●

繍

閂
奏
濃
笠
哀
＂
の
季
農
診
動
魯

弓

洒

岬`

”

印

”

-

．嶋
璽
名
の
生
渥
（
二
き

小

川

蘊

飴

i
屈

積

し

た

且

碍

貸

号

一

釧

騎

霞

・
閏
．
頂

ー
鳥
界
田
町
大
磁
”
駄

f

史

二

鱈

員
）
高

1i"：fll
‘瓢
．
納

掌
倉

‘l
-
•

＂
し
て
の
隋
以

．
一
）

ー
朽
讚
砂
丘
喩
諷
の
碕
専
・ニ）

小

散

賓

纏

ー
の
:
嘉
喜
歪
全
）｛畑
g
.[-
.g
.

家
髯
の
侵
傘
に
及
ぼ
す
●

2
董

鼻

之

衰 ＊

倉

戴
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~
 閂 同闘 地

環
昂
評
論

同同 地
珊
敦
育

燻

な

＊

き

の

は

世

靡

の

出

現

｛

碩

井

炉

玉

（
四
打
滴
燐
緊
唇
贋
地
謹
堕
息
羹
田
中
秀
作

（

同

玉

先

史

緊

藩

に

就

い

て

三

友

國

五

麟

（
同
）
嗜
埠
這
翌
鍛
夷
鳥
奇
闘
舗
村
松
繁
讃

ま
ア
ラ
ビ
ア
の
鰭
行
着
と
商
豪
内
芳
畜

（
同
）
人
に
戯
い
て

（
同
）
京
都
市
近
輝
の
練
里
と
埴
欝
吉
田
轍
市

f

同
言
配
髯
：
：
JE

（
五
月
）

地

題

學

佛

闘

酉

離

記

(-n

（
六
月
）

闘 同 鳩 闘同

先

史

跨

代

の

豪

落

一

二

友

國

五

瓢

俸

嶋

阿

蝙

記

（

一

）

小

牧

賓

蒙

賣

塁

線

月

の

観

察

｛

紐

暉

m
暉

藷）
B
P
-
g
h
"
<
g1
W
 
a
g
合
“
ピ
§
r
g
a・

w
百
を
届
g
&
m
p
h
t
e
5
n
e
n
.
536 
安

薦

鰹

一

（
紹
）I
•
G
o
-
d

汀
a

る
t
fte St.a~dorte 

der
百
b
富

chg
T
g享

-a dustrie 
g
d
i
h『
eLok”l百
tig1proble111e, 

w
i
a
g
a
f員

g
g
r
S
u
e
3
•
H
e

『t、
1
9
3
4
.

安

薦

纏

蹟

小

牧

賞

畢

同問胃胃闘

(
9
9
1
鼻

ー
特
に

m品
苓
ー

地

一

手

＾

な

杢

且

含

橿

璽

曇

薦

国

零

轡

鼻

之

夫

闘

北

富

量

の

民

家

,II'醤笛
置

”

“

申

霧

作

信

濃

議

青

鳩

蘊

畢

本

賓

論

へ

の

一

囀

攀

●

内

芳

響

U
』
月
）

鳩
睾
甑
冑
濯
咄
巖
さ
れ
た
＂
＊
の
直

,.t:尋

胃

鴫

蠣

一

富

三

八

育

を

爾

る

内

属

鸞

一

9
9持つ
看
と
持
た

t
9の
胄

立

田

中

霧

作

i
i
i
I
t
:
 

頑
井
↑

f

（
＾
月

地
躍
数
育
布
籐
市
の
環
駄

闘

U
岱
蟻
2
霞一
J

吉

閲

櫨

市

最

近

我

圃

貿

晶

の

纏

蝙

内

囚

寛

一

闘

悶

各

鼠

の

贋

緻

'
i：国
騰

佐

阿

且
羹
患
2
刃
裏
廣
と
凰
玉
E
程

由

中

嘴

作

寺

田

貞

＊

就
て
畜
の
優
鶯
特
羨
性
と

g品

日
日
喜
の
翌
m

中

鵬

竹

四

螂

堕

得

弓

贋

と

そ

の

gai
伏

見

麟

夫

大

匿

賢

品

の

＇

に

つ

い

て

訓

檀

篇

葦

同

蹟

z 
攣
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胃

＊

邦

の

綿

貿

易

胃

印

慶

の

糎

漬

嶋

糎

と

日

印

貿

易

遁

遷

學

焉

濃

池

隋

扱

（嶋
踵
轄
喪

（九

月
）

土

目

に

於

る

職

雫

の

鳩

形

卜

川

琢

治

地
珊
数

n
紐

話

嗜

阿

山

械

盆

鳩

の

嶋

蕗

（

さ

吉

田

磁

市

（＋

月

鳩
園
學
親
培
箇
物
の
原
豪
地
（堰

遍

演

話

き

織

田

武

雄

嶋
糎
徽
育
現
代
支
耀
の
交
通
騒
の
欣
況
に
就
て

C
)別
技

鷺

葦

阿

文

明

の

蚕

艮

と

地

睾

（四
）

内

田

寛

一

同

一

増

還

學

者

の

生

嚢

(

-

石

）

小

川

紘

治

史
紘
魏
志
曇
人
停
に
見
え
た
伊
蘇
志
の

一
荻

藤

田

元

春

（＋
一
月
）

嶋

塵

験

冑

遷

ポ

支

房

畜

絡

の

駅

況

に

就

い

て

創

援

篇

嚢

闘

上

竃

市

量

顕

（

一

）

増

田

忠

纏

胃

文

鰐

の

置

慶

と

鴫

糎

（き

内

田

寛

一

(+―

-
8
 

地

纏

瓢

盲

茎

。

1と
嶋
攣
(*
)

内

田

寛

一

闘

上

轟

纏

市

量

閾

(-

ー

）

珊

国

息

鱗

董
高
醐
論
・
近
江
直

A
9の
直

人

に

賦

し

て

田

中

秀

作

喜

膏

憲

＋

＝

r
-
奈
良
盆
嶋
の
民
屋

，
鳥

之

．

夫

lー
K
巴
モ
は
大
”
文
化
の
童
鬱
也
ー
_

寺米村

山倉松

(i~ 繁

次饂蒻

0
過
且
翌
＄
＂
迦
釘
費
御
寄
迦
柑
威
虞
冒
年
上
げ
た
る
所
十
二
月
＋
＝
i

且
塾
化

左
の
如
く
四
十
二
氏
よ
り
寄
附
を
芯
し
た
3

-

攣
鵬
セ
鰭
す
）

伏
見
三
應
．
山
口
、
綱
永
、
和
国
。
織
．
小
野
、
長
谷
郵
、
賣
、

小
牧
、
辻
田
、
近
薦
．
瀧
．
松
井
．
松
F
、
内
囚
，き
，
田
中

8
、

内
田
（鵡）
、
鳥
、
下
田
、・
中
、
覧
．

IU中
（ぎ

、

豊

．
大

嶋

巖

瓢
、
入
江
、
村
井
．
米
倉
し
寺

U
．
宮
川
、
杉
村
．
騎
“
ヽ
行
傭
、豆
t
濤

塁

、
涵
老
鎖
、
大
燭
、
土
田
、
小
翡
、
鵬
間
、
村
本
、
村
帳

aで
K

-＂)
 

o
e
f作
製
塗
諷
邊
に
妻
L
た
る
賣
用

11̀lY白
十
爺
十
匹
躙
匹
．十
＂

鰻
、
名
躙
U
十
孤
六
鯛
六

0“

翼
編
費
五
鰭

右
暑
致
し
ま
す
。

五
、
談
話
會
々
計
霧
告




